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研究成果の概要（和文）：郷土芸能における技能を伝承する際に，指導者が伝えたい内容が伝わらないことや，
学習者が自身の状態を認識できないことが多い．そのため，指導の現場では互いが情報を共有する手段が求めら
れている．本研究では，郷土芸能の動作表現から受ける「印象」とそれを生み出す「身体知」に着目し，各種セ
ンサを用いて，指導者たちのもつ知見と「印象」を変化させる物理量を結びつけ，経験から生まれる感覚量，指
導者の身体知を可視化する手法を提案する．これらの基礎技術を確立し，「技能の伝承方法を残す・個々の感覚
を可視化する」ことに結びつける．

研究成果の概要（英文）：When transferring the skills in the local arts, the intention that the 
leader wishes to convey does not convey, and learners often can not recognize their own condition. 
For this reason, means for sharing information with each other at the instruction site is required. 
In this research, we focus on 'impression' received from motion representation and 'body knowledge' 
which creates it. First, using various sensors, we clarify the physical quantity that changes the 
knowledge and "impression" possessed by the leaders. Based on the obtained findings, we propose a 
method to visualize the amount of sensation generated from experience and physical knowledge of the 
instructor. Establish these fundamental technologies and link them to "leave techniques to transfer 
skills, visualize individual senses".

研究分野：ヒューマンインタフェース
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１．研究開始当初の背景 
近年，有形・無形文化財の保存方法に関す

る大規模プロジェクトや事業が広く行われ
るようになってきた．このうち，有形文化財
である舞踊の保存には，モーションキャプチ
ャや多視点映像を用いた 3次元化が行われて
きている．この 3 次元保存によって，技術的
には舞踊の「形（視覚的情報）」の保存が可
能となった．しかし，郷土芸能では，同じ里
の同じ舞踊であっても，熟練者同士の「形」
が異なることは珍しくない．そのため，モー
ションキャプチャや多視点映像によって視
覚的な保存はできても，伝承には不十分であ
るという認識がある． 
郷土芸能の指導の中で苦労しているのは，

映像やモーションキャプチャで取得できる
ような「形」の伝達ではなく，「しなやかさ」
「キレ」のような感覚的な要素の伝達である． 
郷土芸能において，体重移動や力の入れ方，
ひねり方の感覚は個人差があり，動作要素は
同じでも伝わる印象が大きく変化する．郷土
芸能にはいわゆる「正解」がなく，それが良
さにつながる．しかし，その反面，指導者に
より言うことが異なり，学習者が戸惑うこと
もある． 
 
２．研究の目的 
 郷土芸能における技能を伝承する際に，指
導者が伝えたい内容が伝わらないことや，学
習者が自身の状態を認識できないことがあ
り，指導の現場では互いが情報を共有する手
段が求められている．本研究では，指導者の
動作や映像だけでは「分かりにくい・伝えに
くい」要素の抽出・伝達手法の確立を目指し
ている． 

本研究では，郷土芸能の動作表現から受け
る「印象」とそれを生み出す「身体知」に着
目し，(1)表現における「身体知」の抽出方法
の確立，(2)「印象」を変化させる物理量の特
定，によって，経験から生まれる感覚量，指
導者の身体知を可視化することを目的とす
る．これらの基礎技術を確立し，「技能の伝
承方法を残す・個々の感覚を可視化する」こ
とに結びつける． 
 
３．研究の方法 
本研究では，以下のような「身体知」およ

び「印象」の抽出・可視化を試みる． 
(1) 和太鼓のバチさばきにおける脱力の可視

化手法の確立 
知識としては，バチが太鼓の面に当たる時

間を短くすることで面の振動を阻害せず良
い音となることが分かっている．そのための
和太鼓のバチさばきにおける「脱力」技能は，
インパクト直前に力を抜くことが必要にな
る（図 1）．しかし，その技能ができているか
どうかは，構えや音により指導者が判断する
しかなく，本人がその出来不出来を認識する
ことが困難であった．本研究では，図 2に示
すセンサを用いて角速度および筋電位を取

得し，手首の動きと筋肉の動きを同時にとら
え，脱力技能の分析・可視化に取り組んだ． 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1 一打中の脱力の流れ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2 モーションセンサ，筋電位センサ 
 

(2) 動作から受ける「印象」と物理量の関係
の調査 

熟練者は踊りの中で一見止まっているよ
うに見えても，意識としては体軸が緩やかに
動いているという．このような微細な意識に
よる動きの変化により踊りの「印象」は変わ
る．体軸移動の過程は腰部の動きに現れるた
め，加速度センサでその質が直接的に取得で
きると考え，多数の被験者のデータを取得し，
データの他人との比較方法，比較方法により
得られる結果の分析方法について検討した． 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3 モーションセンサ（腰部） 
 



４．研究成果 
(1) 本研究では，和太鼓演奏者の手の甲の角
速度，腕の筋電位，演奏映像を取得し，動作
要素の推定法と脱力の評価法を提案するこ
とで，評価者に左右されない脱力評価アルゴ
リズムの設計を試みた．演奏者の角速度をパ
ラメータとして，相互相関関数と DTW を用い
ることで，3 つの動作要素の推定を行った．
その結果，相互相関関数によって，動作要素
のうち「振り下ろし始め」と「インパクト」
の時刻を推定することができた．また，DTW
を用いて，動作要素のうち「肘の開き」の時
刻を推定することができた（図 4）． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 4 振り下ろし始めとインパクト時刻の推
定結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 5 脱力できているかどうかの評価値 
 

評価式を決定（低いほど良い）し各被験者
の評価値を求めたところ，指導者から高い評
価を得ていた被験者 E, F が低い値となり，
指導者の評価と一致した（図 5）．以上のこと
から，評価値から脱力を評価できる可能性が
示唆された． 

 
(2) 本研究では，動作の印象の特徴量は加速
度を用いて表現することが可能であるとい
う仮説の元，さんさ踊りにおける体重移動の
タイミングと量の計測による「上手さ」の比
較・評価方法を提案した． 

実験の結果，踊りの雰囲気の似ている・似
ていないが数値に現れていることが分かっ
た．図 6に，被験者が合わせやすい，さんさ
踊りのある区間について，全被験者の相関係
数を求めたところ 0.75 以上（図中赤）とな
る組み合わせが多数現れた．この区間では全
員がほぼ同じ動作をしており，それが数値上
に現れている．逆に，被験者が合わせにくい，

という評価をしていた区間（図 7）において
は，0.75 以上の数値（図中赤）がほとんど現
れなかった． 
 
 
 
 
 
 

 
図 6 相関係数（一致多数） 
 
 
 
 
 
 

 
図 7 相関係数（一致少数） 
 
別の傾向を表した区間の相関係数を図 8に

示す．図 8におけるまとまりは，同学年間で
似ていることを示しており，同じ時期に一緒
に練習してきたグループ内での同一性が見
て取れる． 
 
 
 
 
 
 

 
図 8 相関係数（同一学年間の相関が高い） 
 
また，実験結果から，踊りの「上手さ」に

ついて，提案手法では，基準となる人との踊
りの印象（レベル）の違いだけでなく，体に
動きが染みついているかどうか，を評価でき
る．図 9では，同一被験者の 3回分のさんさ
踊りを区間ごとに相関係数を総当たりで求
めた値をヒストグラムにしている．図 9が示
しているのは，レベルが高いほど，無意識に
タイミングや動きの大きさを同じように制
御できていることを示している．つまり，何
度踊っても同じように動けていることにな
る． 
以上のように，似ている，違う，といった

主観的な要素を数値で区別することが可能
となり，学習者が自身の踊りを客観的に知る
ことができる可能性が示唆された． 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 9 相関係数（同一被験者の 3回のデータ） 
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